
                                                      

                                                   

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行事等 

１ 金  

２ 土  

３ 日 憲法記念日 

４ 月 みどりの日 

５ 火 こどもの日 

６ 水 振替休日 

７ 木             

８ 金  

９ 土  

10 日 母の日 

11 月  

12 火             

13 水  

14 木              

15 金  

16 土  

17 日  

18 月 避難訓練 

19 火               

20 水  

21 木 体操教室(年少・年中)        

22 金  

23 土  

24 日  

25 月  

26 火          

27 水 身体計測 

28 木               

29 金  

30 土  

31 日  

住宅用火災警報器 
大切な命を守るため必ず設置しましょ

う！「忘れてない？サイフにスマホ 

火の確認」 

広島市南消防署 

☎261-5181 

５月の園だより 令和 2年度 

「あそびが学びへ」 

園舎の窓から見える比治山の風景が、透きとおる

ような青空と新緑のまぶしい緑になり、清々しさを

感じる頃となりました。 

新型コロナウイルスの感染が広がる中、登園の自

粛にご協力をしていただきありがとうございます。

幼児クラスの子どもたちの中には、コロナウイルス

のことを話題に上げる子どもたちもおり、保育士だ

けではなく、子どもたちも敏感にそして不安を感じ

ていることに気づかされる日々です。また昨日、広島

市長より、自粛期間の延長についてお知らせが届き

ました。引き続きご協力いただきますようよろしく

お願いいたします。 

 さて、登園自粛をお願いする前のことです。小人が

存在すると信じている年長組の数人の子が、園庭の

大きな木に小人が残したヒモがあると言い始めまし

た。それを聞いた周りの子たちもどんどん集まり、み

んなで小人を一目見ようとバケツを使って罠を仕掛

け、物陰から様子を見ることに…。しかし、しばらく

たっても小人は現れず、室内に戻り、輪になって、す

みれ組会議が開かれました。物語や絵本で見る小人

ではなく、本物の小人に会いたい一心で、語りあい、

自分の考えや意見を出し、いくつかの作戦を立てた

子どもたち。小人がいることを信じている子どもた

ちが可愛らしいと感じるとともに、自分自身が興味

を持ち、やりたいことへ向かって積極的に考え行動

し、周りの人と関わりながら取り組んでいく姿に頼

もしさを感じました。子どもたちは、あそびの中で多

くのことを学び、成長していきます。それは、大人が

言葉で説明して身につくものではなく、あそびを楽

しみ、没頭する中で、様ざまなことに気づき、感じ、

考え、達成感や満足感も感じるようになります。ま

た、同じあそびの空間を共有し、同じことに興味を持

った者同士が集まる中で、友だちを好きになり、他者

の思いに心 

の思いに心を寄せることも学んでいきます。子ども

たちにとって「あそび」そのものが「学び」であり、

夢中になって遊ぶことが育ちに繋がるのです。0 歳

からたくさん抱きしめられ、愛情を注がれ、自分に対

しての自己肯定感が身についていることが基礎にな

り、保育園でも、「0 歳からの幼児教育」を大切に思

い、ていねいな関わりを心がけています。すみれ組さ

んの小人探しはこの先どのような展開を見せていく

のか、子どもたちだけではなくそれを見守る職員も

わくわくしてきます。 

 4 月初旬にエレベーターの工事を行い、エレベー

ターの内装も青色に変わりました。その青の空間を

見た瞬間、子どもたちから「わぁ、水族館みたい！」

と言う感動の声があがりました。その言葉にヒント

をもらい、フェルトの魚を一匹貼ってみることに…

すると子どもたちの「うわーっ、さかながいる！」の

驚きの声と輝く目。その日から少しずつ魚を増やし

ていき、その度に子どもたちの笑顔が増え、その様子

を見守る職員も微笑み、エレベーターが楽しい空間

となっています。エレベーターに乗るたびに魚の向

きや場所が変わっており、職員が子どもたちを喜ば

せようと何かお話をしながら魚を動かしているのだ

なぁと想像されますが、（時々数が減っているという

不思議な現象もあります。）ほんの数十秒間のお楽し

みですが、これからも続けていこうと思っています。 

 保育園は子どもたちにとってあそびがたくさん、

学びがたくさんの場所です。今は元気な声が響かず、

寂しい日々ですが、一日も早く、コロナウイルスが終

息し、子どもたちが思いっきり遊べる日が来ること

を念じながら、これからもその時々に応じた措置、対

応をしてまいります。自粛中、何かございましたら、

いつでもご相談をお受けいたしましので、ご連絡く

ださい。 

                   園 長 

◎毎週火・木曜日は園開放の日ですが、当分

の間お休みします。 

◎幼児クラスの土曜日の保育は、手作りの愛

情弁当をご準備ください。 

◎今月予定しておりました誕生会・保育参

観・ひまわり会総会・小学生交流会・いも

の苗植え・健康診断などはコロナウイルス

感染予防のため延期になりました。 

 

５月の行事予定 

きっずノートの配信について 
日々のクラスの様子や各種お手紙等を

配信します。（登園自粛中、職員からお

家にいる子どもたちへ動画の配信も行

っていますので、ぜひご覧になってくだ

さい。） 

 

  【なぜ、こいのぼりをあげるの？】 
 鯉は滝を登っていくほど元気のよい魚と言

われ、昔、中国では、滝を一番上まで登った鯉

は竜になるとされていました。子どもが鯉の

ように元気に大きくなりますように、立派に

育ちますようにと願いを込めてこいのぼりを

あげるようになりました。 

 ５月５日は、男児に限らず、お子さんのこ

れまでの成長をお祝いし、子どもたち一人ひ

とりを尊重し、これからの幸せを願う日です。

園でも子どもたちが、色とりどりのこいのぼ

りを作り、持ち帰りました。ぜひ、ご家庭で飾

っていただき、お祝いをしていただけたらと

思います。 

 

６月の行事予定 

２５日(木) 乳児部誕生会 

２６日(金) 幼児部誕生会 

※ふれあい親睦会は延期となりました。 


